平成２４年度　第１回　社会教育委員会議・公民館運営審議会会議録

日　　時：平成２４年６月２２日（金）午前１０時～１１時４０分

場　　所：鳥取市文化センター　２階　第２会議室

出席委員：＜委　員＞山根委員、廣田委員、森田委員、米沢委員、出脇委員、上山委員、田渕委員、加賀田委員、長谷委員、米田委員、岡田委員、伊藤委員、高橋委員、花木委員、森本委員

（欠席：高田委員、安藤委員、松本委員、須崎委員、中村委員、）

＜事務局＞松ノ谷学校教育課長、小林協働推進課参事、
　　　　　　　　　　北村生涯学習課長、吉田生涯学習課課長補佐、

河井生涯学習課主査
※発言内容等について、事務局で一部加筆訂正しています。

１　開　会（進行　北村生涯学習課長）午前１０時

２　会長あいさつ

３　教育長あいさつ

　　

４　審議事項（進行　上山会長）

　　これ以降、上山会長が議長として進行した。

（１）平成２４年度社会教育関係事業計画について

（事前に配布した資料をもとに事務局説明）
　　　　（意見等なし）
（２）委員提案審議事項について
①「子どもたちが親しみをもち、気軽に立ち寄ることのできる公民館」
について

〔委　　員〕　私は「子どもたちが親しみをもち、気軽に立ち寄ることのできる公民館」について提案する。今、少子高齢化の時代を迎えており、これからの公民館をどのように支えていくのかという課題と関係する。公民館の日常の様子を見ると、高齢者を中心とする大人のコミュニティとなっているように感じる。子どもたちが日常的に公民館に来てくれるような取組みが必要ではないかと考える。そのことにより、公民館行事に子どもたちが参加しやすくなる。


　例えば、地区公民館の図書を充実させることにより、子どもたちが本を読むために、土曜日、日曜日、長期休業に、公民館にやって来ることが期待できる。また、鳥取市などが行っているものづくりの教室のすそ野を広げて、子どもたちと地域の人たちと一緒になってできることが重要と考える。みなさんのご意見をいただきたい。

〔委　　員〕　もっともな意見だと思う。若者の教育という観点からみると、公民館も子どもたちとしっかり関わっていくことが必要だと思う。

〔議　　長〕　公民館が子どもたちと関わっている事例があればご紹介いただきたい。

〔委　　員〕　私の地域の地区公民館では地域のボランティアが中心となって子どもを対象とした行事を平日に行っており、子どもたちがカバンを背負って公民館にやってくる。このような活動により、次第に公民館に子どもたちが集まり、休日の行事にも子どもたちがやってきている。

〔議　　長〕　公民館活動における地域ボランティアの育成が重要に思う。他に意見はないか。

〔委　　員〕　私の地域の例を紹介すると、通学バスのバス停が公民館の前にあるため、子どもが気軽に公民館に寄って宿題をしたり、カブトムシの幼虫を飼育したりしている。

また、高齢者に気軽に公民館に集まってもらえるように地域の良質な水を利用した「公民館カフェ」を開設したところ、そこに子どもたちもやって来ている。

〔委　　員〕　今、行事を開催しても子どもたちが集まらないというのが公民館の悩みである。そこで提案であるが、鳥取市が中心となって、「部活動ゼロの日」を年間の中で何日か設けることはできないか。そのような取組みができれば、子どもの行事が活性化できるのではないか。

〔事務局〕　部活動の在り方については、小中学校校長会でも考えていきたいと考えている。週５日制が始まった際には、休日は地域に帰って活動するということであったが、実際には部活動やクラブ活動が過熱ぎみの状況にある。実際、あり方を変えるとなると、小・中体育連盟、地域、監督、保護者など様々な方との調整が必要であるため、今後時間をかけて検討しようという状況である。

〔委　　員〕　小学校の部活動は、学校教育ではなく社会教育である。学校としてはセーブしようとしているが、社会教育のなかで過熱してしまっている。小学校の社会教育はスポーツ活動だけでなく文化活動も含めたものである。また、公民館を利用しなくとも学校を利用した活動も社会教育の一部分である。その点を理解して取り組んでいく必要がある。

〔事務局〕　学校としては、地域の社会教育活動に委ねているところなのでお願いしづらい面がある。この会議でいただいた貴重な意見も参考にさせていただきたい。
〔委　　員〕　小学校の部活動は、以前は教職員が関わっていたが、部活動を生涯スポーツの１つに組み入れてしまったことにより、加熱した面もあるのではないか。
〔事務局〕　中学校では教職員が部活動を指導しているが、地域のクラブ活動の過熱が中学校に波及している状況もある。
〔委　　員〕　昨年度第２回の会議でも同様の話がでた。先ほどの事務局の説明で、様々な観点から検討する必要があり、難しい面もあると思うが、教育委員会としても早急な対応をお願いしたい。

②公民館の開館について
〔委　　員〕　公民館の利用者が固定化の傾向にあると感じている。子どもから高齢者までみなが参加できる公民館となるように、毎週ではなくとも平日を休みにして休日を開館してはどうかという提案である。また、例えば、「子ども館長」を設けて子どもの発想を活かした行事を開催してはどうか。
〔委　　員〕　私の地域の公民館は土、日曜日開館しているが、休館になっているのか。

〔事務局〕　公民館は、休日にたくさんの事業を行っている実態がある。公民館職員も一緒に参加している。

〔事務局〕　基本的には、公民館は年末年始を除き開館となっているが、職員には決められた勤務時間があるので、休日に出勤しているかは勤務体系による。
③公民館と学校の連携について
〔委　　員〕　文化祭など、従来、学校と公民館が合同開催していたものがそれぞれ単独開催になるなど、学校と地域との関係が薄くなってきた気がする。子どもの健全育成のためには学校と地域の連携が重要である。もう少し連携を密にする方策はないだろうか。個人的見解では、学校管理職の異動が早く、地域との関係が築きにくいのも一因と考える。
〔議　　長〕　調整役となる人員がいないと、学校教育と社会教育をつなぎ合わせるのは難しいだろう。

〔事務局〕　学校管理職の異動が早いというご指摘については、管理職登用の年齢が高い場合、同一校に何年も校長として勤めることが難しいこともあることをご理解いただきたい。


　また、社会教育との関係でいうと、学校現場における課題が多様化しているため、以前はなかった学校支援教員を配置するなど、児童生徒の学力向上、不適応の解消という本務に専念できる教育環境整備に努めている状況があることを十分ご理解いただきたい。学校から、土日、夜に教職員を派遣し、地域の会の運営に協力することは勤務時間などに問題があるため、現状から考えると難しい。休日に開催される地域の行事には管理職が協力している状況である。行事によって学校が主体となるもの、地域が主体となるものといったすみ分けがある程度必要ではないかと考える。もちろん、学校としても実態を把握し、説明する責任があると考えるので、その点は指導していきたい。

〔委　　員〕　ＰＴＡなど、学校と地域のつなぎとなる組織が努力してもよいのではないか。たとえばおやじの会などがある。
〔委　　員〕　私の地域の公民館の一番大きな行事として大運動会を行っているが、学校も協力的で盛況である。老人会が昼休憩に学校に集まり、昔の遊びを教える行事なども行っている。子どもたちにもっと「遊び方」を教えてはと感じた。
〔委　　員〕　私の地域では、基幹公民館主体でふれあい祭りを開催し、学校協力のもとに小中学生の作品も出品される。地区の運動会に子どもがたくさん出てくるところもあり、連携はうまくいっている。

〔委　　員〕　私の地域でも学校と地域とが連携して運動会を開催していることを紹介しておく。

④地域づくり講座の新設と公民館の運営について
〔委　　員〕　２点提案させていただく。

　１つ目は、地域づくり講座の新設を提案する。将来を見すえて、人材を育成し、地域の活性化、産業の育成などを進めるために、地域づくりを学ぶ講座を本年度検討し、来年度から実施するべきと考える。


　２つ目は、公民館運営の見直しについてである。将来を担う子どもたちの教育を学校教育だけでなく、公民館もどのように取り組むべきか考える必要がある。公民館利用の現状は、高齢者ばかりの傾向にあると思う。地域づくりという観点をふまえて、職員待遇、開館日など公民館運営の体制を考え直すべきである。
〔委　　員〕　公民館を利用しているのは高齢者ばかりではない。様々な世代に利用してもらえるように行事を行っている公民館の努力も認めるべきと思う。

〔議　　長〕　地域づくり講座の新設という提案についてどうか。

〔委　　員〕　現在の地区公民館は、従来の公民館機能とコミュニティセンターとしての機能との二面がある。地域づくりはコミュニティセンターが担う部分であると考える。両者を明確に分けることはできないだろうが、どのような関係にあると捉えるべきなのか。

〔事務局〕　地区公民館には、地域コミュニティの拠点施設として、地域の各団体で構成されたまちづくり協議会が設置されている。まちづくり協議会は地域コミュニティ計画を策定して地域づくり活動を行っており、協働推進課でその支援を行っている。地域づくりには人材育成という面と、地域の課題解決という面がある。提案のあった地域づくり講座は、まちづくり協議会の中に位置づけてもよいし、地域づくりの手段として公民館の講座として位置づけてもよいと考える。いずれにしても、各地区が様々な手段を使って連携・協力し、地域を盛り上げていくことが必要だと考える。地域コミュニティ支援の観点から、統一的な地域づくり講座をやるという考えは現在のところないが、持ち帰り研究検討させていただく。
〔委　　員〕　まちづくり協議会は地域づくりの実行組織をもっており、人材育成を行うに当たって的確な組織ではないかと考える。

〔委　　員〕　どちらでもよいが、地域づくりに危機感を持っている。特色を持った地域づくりを本格的に進めていくことが必要である。
〔事務局〕　まちづくり協議会はそれぞれが地域の活性化に向けたまちづくり計画を策定している。平成２４年３月末時点では５８の地区でまちづくり計画が策定された。まちづくり協議会はこの計画に基づいて毎年、地域の特色を活かした活性化策や課題解決に向けた事業を実施し、その結果を評価し、さらに事業の見直しを行う活動をしている。
〔議　　長〕　まちづくり協議会は地域の課題を把握し、人材育成の必要性を感じていると思う。この会議で「地域づくり講座を新設してはどうか」という意見が出たことを地域にもち帰っていただき、それぞれの地域で検討していただいてはどうか。

〔委　　員〕　それでは弱い。地域間で考え方の格差が大きい。

〔委　　員〕　それぞれのまちづくり協議会はアンケートなどで調査をして地域の課題を把握し、人材育成の必要性も理解している。講座の新設は地域の判断に任せたほうがよいと考える。
〔委　　員〕　地域づくりを完全な無償ボランティア頼みにすることに無理を感じている。地域の役員の引き受け手がなかなか見つからない。その状況の中で人材育成ができるだろうか。せめて会議費などの予算的支援をお願いしたい。
〔委　　員〕　同意見である。コミュニティ事業に年３万円が交付されるが、実際は、それ以上の支出があり、地区内各戸から集めて対応している。地域づくり、人づくりに予算的支援をお願いしたい。
〔事務局〕　情報提供であるが、中山間地域振興課で人材育成事業「とっとりふるさと元気塾」に取り組んでいる。これから募集を行い、誰でも参加できるので、地域のリーダーやまちづくり協議会からも参加していただき活用してもらいたい。

〔議　　長〕　公民館運営の見直しの提案についてはどうか。
〔委　　員〕　公民館運営が地域づくりと連動すれば活性化すると思う。

〔委　　員〕　今でも公民館活動はまちづくりと連動している。公民館でコミュニティ支援も行っていた。まちづくり協議会が設立された際に、公民館職員がその職務のすみ分けに迷った状況があった。そのため、予算で事業を仕分けた。まちづくりも生涯学習も単年度でできるものではないため、現在は、役員も双方兼ねている。
〔委　　員〕　まちづくり協議会が設立されたことにより、公民館活動が広がり、充実してきた面が多い。例えば、特産品づくりや自主防災など。活動が重複する部分の整理は共通の課題であるが、マイナスではなくプラス面として捉えるべき。生涯学習からまちづくりをどう捉えるかについてもこれからの課題ではないか。
〔議　　長〕　まだ議論はつきないが、会議の終了時間となった。公民館運営に関する審議は、また別の機会としたい。以上で審議事項を終わる。
５　その他

〔事務局〕　次回の会議開催は２月を予定している。

〔委　　員〕この会議の議事録を委員に送付してほしい。
〔委　　員〕　公民館運営について審議することは重要ではあるが、地域によって公民館が置かれている状況は大きく異なり議論がかみ合わない面がある。子どもがほとんどいない地域は公民館で行う事業も変わってくる。それぞれの公民館が置かれている特性に合わせた事業を展開していけばよいと考える。我々は社会教育委員でもある。この会議で、全市的な社会教育に係る課題も審議してはどうかと考える。これは希望である。
〔事務局〕　以上で第１回鳥取市社会教育委員会議・公民館運営審議会を閉会する。

６　閉　会　午前１１時４０分
